
本
取
組
の
背
景

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
管
内
の
国
有
林
に

つ
い
て
は
、
森
林
全
体
に
占
め
る
面
積
の
割

合
が
６
％
と
小
さ
く
、
大
半
が
小
面
積
分
散

的
な
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
有

林
に
つ
い
て
も
、
大
半
が
２
ha
以
下
の
小

規
模
所
有
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
林

業
・
木
材
産
業
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
国

有
林
と
民
有
林
が
連
携
し
て
効
率
的
な
森
林

整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で

は
、
こ
れ
ま
で
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し

て
森
林
整
備
を
進
め
る「
森
林
共
同
施
業
団

地
」の
設
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
中
で
、
民
有
林
所
有
者
な
ど
の
地
域
関
係

者
と
の
連
携
を
一
層
拡
大
す
る
た
め
に
は
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
経
済
的
に
成
り
立
つ

林
業
経
営
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
民
国
連
携

の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
示
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
民
国
で
連
携

し
た
路
網
整
備
や
森
林
施
業
を
行
っ
た
場
合

の
利
用
可
能
な
森
林
資
源
の
拡
大
や
地
域
経

済
へ
の
影
響
を
定
量
的
に
把
握
す
る
取
組
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

林
業
経
営
モ
デ
ル
林
の
設
定
に
よ
る

民
国
連
携
効
果
の
試
算

　
具
体
的
に
は
、
平
成
25
年
に
国
有
林
を
核

と
し
て
一
定
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た「
林
業

経
営
モ
デ
ル
林
」（
以
下「
モ
デ
ル
林
」と
い

う
。）２
箇
所︵
表
１
︶を
設
定
し
、
学
識
経
験

者
や
地
域
の
林
業
関
係
者
等
の
外
部
委
員
と

国
有
林
職
員
で
構
成
す
る「
路
網
整
備
等
検

討
委
員
会
」（
以
下「
検
討
委
員
会
」と
い
う
。）

を
立
ち
上
げ
、
民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
に

よ
る
森
林
整
備
を
実
施
し
た
場
合
の
効
果
を

検
討
し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
真
庭
市
の
モ
デ
ル
林
に
お
け
る
検

討
委
員
会
で
は
、
現
地
の
地
形
等
を
踏
ま
え

て
導
入
さ
れ
て
い
る
車
両
系
及
び
架
線
系
の

作
業
シ
ス
テ
ム
を
最
も
効
率
的
に
機
能
さ
せ

る
た
め
の
開
設
路
線
等
を
検
討︵
写
真
１
︶

国有林野事業の取組

近畿中国森林管理局

積極的な民有林と
国有林の連携をめざして

写真１
検討委員会における開設路線の検討（岡山森林管理署）

モデル林の概要表１ し
、
路
網
の
開
設
に
伴
う
利
用
可
能
な
森
林

資
源
の
拡
大︵
図
１
︶や
、
素
材
生
産
量
の
拡

大
が
地
域
に
与
え
る
経
済
効
果
、
雇
用
促
進

効
果
の
試
算
を
行
い
ま
し
た︵
表
２
︶。

　
そ
の
結
果
、
今
後
30
年
間
で
利
用
可
能
な

森
林
資
源
が
約
1
．
７
倍
に
拡
大
し
、
そ
れ

と
と
も
に
雇
用
の
増
加
や
2
．
5
億
円
程
度

の
増
収
等
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
平
成
26
年
度
に
は
、
林
業
専
用
道
の
開
設

や
間
伐
の
実
行
に
着
手︵
写
真
２
︶し
て
お

り
、
今
後
、
検
討
委
員
会
が
行
っ
た
試
算
と

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
管
内
の

森
林
全
体
に
占
め
る
国
有
林
面
積
の
割
合

が
比
較
的
小
さ
く
、
分
散
的
な
配
置
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
地
域

の
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
す
る
こ

と
で
ロ
ッ
ト
の
拡
大
、
施
業
の
効
率
化
等

が
期
待
で
き
る
森
林
に
お
い
て
、
国
有
林

を
核
と
し
て
周
辺
の
民
有
林
と
一
団
地
を

形
成
す
る
取
組
を
各
森
林
管
理
署
等
で
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

民
有
林
所
有
者
な
ど
の
地
域
関
係
者
に
対

し
て
民
国
連
携
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
具
体

的
に
示
す
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
モ
デ
ル
林

を
設
定
し
、
民
国
で
連
携
し
て
森
林
整
備

等
を
行
っ
た
場
合
の
効
果
を
試
算
し
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
管
内
の
他
の
地
域
へ

の
取
組
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

名称 山ノ神谷・深谷 宮城川

所在 岡山県真庭市 和歌山県すさみ町、白浜町

署等名 岡山森林管理署 和歌山森林管理署

面積 1,168ha 3,827ha

森林蓄積 約21万m³ 約119万m³

地形等
平均傾斜29度
起伏中程度
安山岩及び花崗岩

平均傾斜31度
急傾斜、周辺には断層や崩壊地が所在
砂岩及び泥岩

地域の動向

近隣に大手製材工場及び木質バ
イオマス発電所（27年度稼動予
定）が立地し、木材の安定供給
体制整備の検討の必要性が高い

素材生産が盛んな地域であるが、小規
模な個人所有者の山林が多く、民国共
用の路網を検討することで将来的に施
業ロット拡大、木材安定供給を期待
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実
績
と
の
差
異
の
検
証
等
も
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

モ
デ
ル
林
の
成
果
を
踏
ま
え
た
取
組

　
平
成
26
年
度
か
ら
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

管
内
の
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
、
上
記
モ
デ

ル
林
の
成
果
を
参
考
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
同
様
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す︵
表
３
︶。

　
各
森
林
管
理
署
等
で
は
、
地
域
関
係
者
の

同
意
が
得
ら
れ
や
す
い
地
域
で
あ
っ
て
、
民

有
林
と
国
有
林
あ
わ
せ
て
1
，
0
0
0
ha
以

上
の
規
模
の
森
林
等
に
お
い
て
、
森
林
資

源
、
地
域
の
木
材
需
要
、
気
象
状
況
、
自
然

環
境
、
地
形
・
地
質
等
の
現
況
を
把
握
し
、

こ
れ
を
も
と
に
現
地
に
適
し
た
作
業
シ
ス
テ

ム
を
検
討
し
、
そ
の
作
業
シ
ス
テ
ム
に
応
じ

て
必
要
と
な
る
路
網
の
開
設
路
線
を
検
討
し

ま
し
た︵
図
２
︶︵
表
３
︶。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
メ
リ
ッ
ト（
経
済
効
果

等
）を
示
せ
る
よ
う
、
路
網
の
開
設
に
よ
る

利
用
可
能
な
森
林
資
源
量
が
ど
れ
だ
け
増
加

し
、
ど
れ
だ
け
地
域
へ
の
経
済
効
果
が
あ
る

の
か
等
の
試
算
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
小
規
模
分
散
型
の
森
林
所
有
構
造
と
な
っ

て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
関
係
者
が
連
携
し

な
が
ら
集
約
的
な
森
林
整
備
な
ど
を
行
っ
て

い
く
こ
と
は
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
畿
中
国
森
林
管
理

局
で
は
、
本
取
組
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま

民国連携の取組の手順図２

写真２
林業専用道の開設（岡山森林管理署）

民国連携の取組を検討している地域（平成２７年２月時点）表３ 今後30年間の経済効果等の試算例（山ノ神谷・深谷モデル林）表２

山ノ神谷・深谷モデル林における利用可能な森林資源の拡大図１

す
。
ま
た
、
今
後
と
も
、
地
域
の
課
題
を
把

握
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
率
先
し
て
様
々

な
取
組
を
進
め
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

署等名 市町村 国有林名 署等名 市町村 国有林名

石川 小松市　ほか 垂氷　ほか 和歌山 すさみ町　ほか 宮城川 

福井 南越前町 鉢伏山 鳥取 若桜町 小舟山

三重 桑名市　ほか 悟入谷　ほか 島根 雲南市 三谷

滋賀 多賀町 八ツ尾山 岡山 真庭市 山の神谷　ほか

京都大阪 綾部市　ほか 古屋 広島北部 庄原市 甲野村山 

兵庫 宍粟市 マンガ谷 広島 北広島町　ほか 鶉木山

奈良 野迫川村 桧股 山口 山口市 滑山

項目 路網整備前 路網整備後

利用可能な森林資源（万m³） 21.5 37.5

生産コスト（円/m³） 9,000 5,000

事業量

素材生産（万m³） 8.9 15.4

造林・保育面積（ha） 255 431

路網開設(km) 0 8

雇用人数（人） 6 14

上記の効果による増収額（億円） ｰ 2.5

林野 2015.3 No.9617


